
都道府県名 東京都 市区町村名

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

230,000 3 230,000

寄附金額

（円）

0

    ⑧その他

　　⑦その他

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

0

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

3

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別す
ることができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。



　

    ⑪その他

事業名

取組内容

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

②
　　①選択できる

　　②選択できない

　



平成27年度 平成28年度（予定）

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成28年度

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

②
　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

ふるさと納税制度の案内については、ウェブサイトにて行っておりますが、受入実績等の公表は行って
おりません。都では、それぞれ特定の目的を持って寄付される方と地方応援を目的としたふるさと納税
をされる方を混同しないこととしていますが、自治体によってふるさと納税の範囲に差があり、公表実
績に統一基準等がないことから、未公表としています。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

②
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

④

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

・経済面での効果

・経済面以外での効果

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



　　⑩その他

合計 0 0

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

広報に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特にありません。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　納税の大切さ、寄付を通じてふるさとの大切さの再認識、自治意識の進化に役立つという制度の趣旨には一定の理解す
るものの、一方で、当該制度に税の偏在是正の役割を期待する向きもあり、自治体間の税収移転は応益原則に反するとい
う問題があると考えています。また、近年の各自治体の動きは、寄附金を呼び込むための返礼品競争の様相を呈してお
り、ふるさと納税制度本来の趣旨から逸脱しているのではないかとの懸念も抱いております。
　ワンストップ特例制度は、所得税控除分を個人住民税で控除するもので、地方交付税不交付団体については減収分の補
てんがありません。このことについては、国に対し、本来国が負担すべき地方自治体の減収分について、全ての地方自治
体に財源を措置すべきと考えております。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。



都道府県名 東京都 市区町村名 千代田区

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

12,617,000 4 3,205,000

寄附金額

（円）

0

○

    ⑧その他

○ 　　⑦その他 　特段の工夫・取組は行っていない。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

0

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

18

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別す
ることができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。



　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　



平成27年度 平成28年度（予定）

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成28年度

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

②
　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

　受入額実績が少なく、ふるさと納税を財源として実施する事業もないため、公表する必要はないと考
えている。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

②
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

④

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかにつ
いて公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

・経済面での効果

・経済面以外での効果

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



　　⑩その他

合計 0 0

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 0 0

その他 0 0

広報に係る費用 0 0

決済等に係る費用
0 0（クレジットカード手数料、金融機関の

取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 0 0

送付に係る費用 0 0

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

　特になし

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　現行のふるさと納税制度は、返礼品を目的として寄附するというものになっており、過剰な返礼品の
見返りを受けた住民のみが実質的負担減となるという、寄附制度本来の主旨にはそぐわないものとなっ
ている。税の公平性が確保された寄附制度の確立を求めます。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。



都道府県名 東京都 市区町村名 中央区

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

105,579,674 4 156,700

寄附金額

（円）

0

○

    ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

0

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

16

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別す
ることができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。



　

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

中央区の森事業

森林保全活動の支援

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ｂ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　



平成27年度 平成28年度（予定）

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成28年度

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかにつ
いて公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

・経済面での効果

・経済面以外での効果

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



○ 　　⑩その他

合計 84,240 600,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

広報に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 84,240 600,000

送付に係る費用

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

中央区の森の間伐材で製作したノベルティグッズ

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

なし

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。



都道府県名 東京都 市区町村名 港区

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

230,000 3 30,000

寄附金額

（円）

0

    ⑧その他

○ 　　⑦その他 特にありません。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

0

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

4

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別す
ることができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。



　

    ⑪その他

事業名

取組内容

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

②
　　①選択できる

　　②選択できない

　



平成27年度 平成28年度（予定）

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成28年度

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

使途を特定しない一般寄附金として受け入れており、
特定の事業には充当していません。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

②
　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

現在、特定の事業に充当していないため、活用状況の公表はできませんが、
受入額実績を公表することについては、今後の検討事項であると考えます。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

②
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

④

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかにつ
いて公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

・経済面での効果

・経済面以外での効果

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



　　⑩その他

合計 0 0

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

広報に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

過剰な返礼品目当ての寄附が増える構図となっており、ふるさと納税の本来の趣旨に立ち返ることが必要であると考えま
す。
また、ワンストップ特例創設により所得税分として控除される税額は、地方特例交付金等で国がその財源を補填するか、
全額所得税から控除されるされるべきであると考えます。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。



都道府県名 東京都 市区町村名 新宿区

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

15,367,165 413 12,597,165

寄附金額

（円）

250,000 ○

○     ⑧その他

○

　　⑦その他

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

特になし

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

3

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

436

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別す
ることができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。



　

○

○

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

みどりの創出・保全、公園等の充実

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　



平成27年度 平成28年度（予定）

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成28年度

各基金それぞれ目的に沿って事業実施しており、特段としてあげるものはない。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

各基金それぞれが目的に沿って事業実施しており、特段としてあげるものはない。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

②
　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

②
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかにつ
いて公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

・経済面での効果

・経済面以外での効果

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



　　⑩その他

合計 0 0

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 0 0

その他 0 0

広報に係る費用 0 0

決済等に係る費用
0 0（クレジットカード手数料、金融機関の

取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 0 0

送付に係る費用 0 0

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

特になし

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。



都道府県名 東京都 市区町村名 文京区

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

6,214,398 ○ ‐ ‐

寄附金額

（円）

    ⑧その他

○

○

　　⑦その他

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

0

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

51

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別す
ることができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

寄附金決算額のうち、寄附の要素の

無いものを除外したものを、仮に「ふる

さと納税」と位置づける。 
 



　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

森鴎外基金・石川啄木基金・樋口一葉基金

森鴎外、石川啄木、樋口一葉顕彰事業運営のため

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ｂ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　



平成27年度 平成28年度（予定）

1 1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

7と同じ

・平成28年度

7と同じ

7と同じ

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

7と同じ

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している  ※森鷗外基金のみ返礼品あり

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかにつ
いて公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

・経済面での効果

森鴎外記念館の運営経費や、樋口一葉の利用していた店舗等の文化財保護に活用されている。

・経済面以外での効果

区内にゆかりのある文人たちの功績等を称え継承していくことにより、区民の文化意識の向上につながることを期待す
る。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



○ 　　⑩その他

合計 8,680 234,360

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 4,320 4,320

その他

広報に係る費用 3,360

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 1,000 230,040

送付に係る費用

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

区所蔵の森鷗外資料を活用したグッズ（絵葉書、切手、バッヂ）

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

森鷗外に関心ある寄付者に向けて、区所蔵資料のPRを兼ねた記念品とした。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。



都道府県名 東京都 市区町村名 台東区

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

5,405,000 5 1,405,000

寄附金額

（円）

0

    ⑧その他

○

　　⑦その他

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

0

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

7

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別す
ることができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。



　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　



平成27年度 平成28年度（予定）

1

2

事業名

取組内容

事業名

取組内容

紙おむつを必要とする高齢者に対し紙おむつ等を支給

・平成28年度

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

紙おむつ支給

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

②
　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

②
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかにつ
いて公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

・経済面での効果

寄附金の充当により、一般財源の抑制が図られた。

・経済面以外での効果

特になし

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



　　⑩その他

合計 0 0

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 0 0

その他 0 0

広報に係る費用 0 0

決済等に係る費用
0 0（クレジットカード手数料、金融機関の

取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 0 0

送付に係る費用 0 0

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　ふるさと納税制度の趣旨を踏まえ、返礼品の送付には慎重な対応が必要と考える（今後返礼品
を用意するかどうかは未定。）。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。



都道府県名 東京都 市区町村名 墨田区

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

170,005,838 2,823 158,386,758

寄附金額

（円）

23,015,001

○

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

○

○

　　⑦その他

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

469

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

3,073

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別す
ることができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。



　

○

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　



平成27年度 平成28年度（予定）

2 2

1 1

3 3

事業名

取組内容

事業名

取組内容

ふるさと納税ポータルサイト（ふるさとチョイス）を中心にインターネットにて寄付の募集を行った。

・平成28年度

7と同じ

7と同じ

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

すみだ北斎美術館整備事業

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

寄付金の一部は、平成28年11月に開館する「すみだ　北斎美術館」の施設の整備や展覧会事業等の充実
のために活用するために北斎基金に積み立てている状況であり、基金の使い道に関して区議会で承認を
得た後、公開予定。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかにつ
いて公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

・経済面での効果

・すみだ北斎美術館を核とし、観光や産業へも寄与する地域活性化の拠点になる

・経済面以外での効果

・郷土の誇りである北斎の功績を永く伝え顕彰する
・すみだ北斎美術館を核とし、文化面でも魅力あるまちづくりを目指す

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



○

○

○

○ 　　⑩その他

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

寄付者情報管理システム

その他 1,146,960 1,470,960

合計 80,898,448 79,332,956

決済等に係る費用
1,742,224 1,849,840（クレジットカード手数料、金融機関の

取扱い手数料等）

事務に係る費用 615,032 282,900

返礼品の調達に係る費用
72,604,387 72,317,336

送付に係る費用

広報に係る費用 4,789,845 3,411,920

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

すみだ北斎美術館に関連する特典

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

すみだブランドに認証されている商品を持つ事業者であること、もしくは墨田区北斎基金寄付キャン
ペーンにおける共同創設者及び一定額以上の寄付あった区内事業者が取り扱う商品及びサービスである
こと。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

事業を広くＰＲ出来ると伴に応援や意見、要望を多くの人からいただくきっかけにもなる。
ふるさと納税の存在を広め、多くの人が税の使われ方に関心を持ち事業を知るきっかけとなってほし
い。

【以上】

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。



都道府県名 東京都 市区町村名 江東区

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

20,235,000 3 10,205,000

寄附金額

（円）

0

○     ⑧その他

○ 　　⑦その他 特になし

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

遺贈による増

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

0

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

5

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別す
ることができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。



　

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　



平成27年度 平成28年度（予定）

1

2

3

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成28年度

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

水と緑のまちづくり充実事業・障害者福祉充実事業・学校教育充実事業

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

②
　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

②
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかにつ
いて公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

・経済面での効果

水と緑のまちづくり充実事業・障害者福祉充実事業・学校教育充実事業の各既存事業に活用させていただきました。

・経済面以外での効果

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



　　⑩その他

合計 0 0

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 0 0

その他 0 0

広報に係る費用 0 0

決済等に係る費用
0 0（クレジットカード手数料、金融機関の

取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 0 0

送付に係る費用 0 0

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

・寄附とは、本来善意による無償の行為であるため、過度な返礼品競争は制度本来の趣旨に反すると考
える。
・ワンストップ特例を適用する場合に、本来所得税から控除される分については、国が負担すべき。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。



都道府県名 東京都 市区町村名 品川区

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

112,471,040 19 110,756,040

寄附金額

（円）

10,000

○     ⑧その他

○

○

　　⑦その他

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

遺贈による寄付があったため。

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

1

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

40

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別す
ることができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。



　

    ⑪その他

事業名

取組内容

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

②
　　①選択できる

　　②選択できない

　



平成27年度 平成28年度（予定）

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成28年度

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

公表を希望する寄附者については、氏名と金額を公表する。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

②

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかにつ
いて公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

・経済面での効果

・経済面以外での効果

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



○

○ 　　⑩その他

合計 207,520 1,804,690

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 0 0

その他 0 0

広報に係る費用 191,100 600,000

決済等に係る費用
0 423,690（クレジットカード手数料、金融機関の

取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 15,700 759,000

送付に係る費用 720 22,000

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

地元にゆかりのあるお菓子等

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

各部署より選定品を推薦してもらい、金額や消費期限などを鑑み選定している。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

特になし

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。



都道府県名 東京都 市区町村名 目黒区

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

2,296,500

寄附金額

（円）

○

○

○     ⑧その他

○

○ 　　⑦その他 区ホームページの内容充実

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

サクラ基金に1万円以上寄付した方へ枯損のために伐採した桜の木で製作したサンマ型の
ペーパーナイフを贈呈

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

127

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別す
ることができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。



　

○     ⑪その他

事業名

取組内容

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

桜の木の保全事業、社会福祉施設整備、その他個別に相談に応じている。

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ｂ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　



平成27年度 平成28年度（予定）

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成28年度

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

②

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかにつ
いて公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

・経済面での効果

・経済面以外での効果

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



○

○ 　　⑩その他

合計 0 0

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

特に算出していない。

事務に係る費用

その他

広報に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

選定はしていない。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

10万円以上の寄付者へ感謝状の贈呈
50万円以上の寄付者へ感謝状と記念品（寄付者が選ぶものではない）の贈呈
※サクラ基金に1万円以上寄付した方へ枯損のために伐採した桜の木で製作したサンマ型のペーパーナイフを贈呈

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）



○     ⑤その他

○     ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

通知で扱われているような寄付者が返礼品を選んで寄付する方法ではない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

通知で扱われているような寄付者が返礼品を選んで寄付する方法ではない。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。



都道府県名 東京都 市区町村名 大田区

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

315,000 1 100,000

寄附金額

（円）

130,000

    ⑧その他

　　⑦その他

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

3

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

7

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別す
ることができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。



　

    ⑪その他

事業名

取組内容

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

②
　　①選択できる

　　②選択できない

　



平成27年度 平成28年度（予定）

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成28年度

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

②
　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

ふるさと納税を財源として実施する事業は無く、寄附金額、件数ともに少数であるため公表する必要性
はないと考えている。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

②
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

④

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかにつ
いて公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

・経済面での効果

・経済面以外での効果

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



　　⑩その他

合計 0 0

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

広報に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

特別区長会は、地方創生のためには本来の「ふるさと」を応援するという趣旨に立ち返るべきと主張しており、区が積極
的に特典の付与を打ち出していくのは慎重であるべきと考えている。一方で、地域の名産品や文化芸術をアピールし、シ
ティセールスの推進につながる効果もあると認識しており、ふるさと納税の趣旨を踏まえて、取り組みについて調査・検
討していく。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。



都道府県名 東京都 市区町村名 世田谷区

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

15,805,716 6 1,426,406

寄附金額

（円）

0

    ⑧その他

○

○

　　⑦その他

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

0

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

43

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別す
ることができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。



　

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

児童養護施設退所者等への奨学金給付

児童養護施設等を巣立つ若者の進学を支援する。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

公園・緑化、児童養護施設退所者等支援、国際交流

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ｂ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　



平成27年度 平成28年度（予定）

3 3

2 2

1 1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

保育の質の向上のため、おもちゃや絵本の購入に対し補助する。

・平成28年度

児童養護施設退所者等への奨学金給付

児童養護施設等を巣立つ若者の進学を支援する。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

保育施設環境向上

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかにつ
いて公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

・経済面での効果

寄付金の使途となる分野別事業の性格上、直接経済面での効果は見えにくい。

・経済面以外での効果

分野別事業の推進に活用されている。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



○

○

○

　　⑩その他

合計 0 362,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 － 0

その他 － 0

広報に係る費用 － 162,000

決済等に係る費用
－ 0（クレジットカード手数料、金融機関の

取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 － 200,000

送付に係る費用 － 0

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

各寄附受入れ事業の事業案内として適切な品物又は鑑賞券（イベントの招待含む）を選定し、寄附金額
に関わらず事業ごとに同一の内容としている。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

ふるさと納税に伴う特例控除や法人住民税の一部国税化など不合理な偏在是正措置に対して、
国において必要な財政措置を講じていただきたい。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。



都道府県名 東京都 市区町村名 渋谷区

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

61,037,544 4 59,587,544

寄附金額

（円）

0

    ⑧その他

　　⑦その他

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

0

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

16

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別す
ることができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。



　

    ⑪その他

事業名

取組内容

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

　　①選択できる

　　②選択できない

　



平成27年度 平成28年度（予定）

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成28年度

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

②
　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

②
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかにつ
いて公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

・経済面での効果

・経済面以外での効果

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



　　⑩その他

合計 0 0

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

広報に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

特になし

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。



都道府県名 東京都 市区町村名 中野区

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

2,027,090 8 149,010

寄附金額

（円）

60,000

    ⑧その他

　　⑦その他

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

2

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

64

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別す
ることができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。



　

○     ⑪その他

事業名

取組内容

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

区政全般、まちづくり、教育及び社会福祉

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　



平成27年度 平成28年度（予定）

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成28年度

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

①
　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

②
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかにつ
いて公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

・経済面での効果

・経済面以外での効果

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



　　⑩その他

合計 0 0

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

広報に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）



○

    ⑤その他

○     ⑤その他

　　⑦その他

○ 　　⑦その他 現在検討中

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

特になし

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

通知を踏まえ、返礼品の送付を検討している

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。



都道府県名 東京都 市区町村名 杉並区

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

43,499,725 15 33,645,990

寄附金額

（円）

1,347,000 ○

○

○     ⑧その他

○

○

　　⑦その他

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

遺贈によるものもあったため

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

13

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

803

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別す
ることができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。



　

○

○

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

次世代育成基金活用事業助成

ふるさと納税を財源とした基金を利用し、基金の設置趣旨に合致する民間の法人や団
体が実施する取組を助成する

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

NPOの活動として定められている２０分野全てが対象

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ｂ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　



平成27年度 平成28年度（予定）

3 3

1 1

2 2

事業名

取組内容

事業名

取組内容

７と同じ

・平成28年度

７と同じ

７と同じ

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

７と同じ

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

①
　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

当区では一般からの寄付を受け付ける基金を４つ設置しており、うち３つでは受入額実績・活用状況を
公表しております。残りの一つについても広報媒体には掲載しておりませんが、個別にお答えしており
ます。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

②
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

②

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかにつ
いて公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

・経済面での効果

・ふるさと納税を財源として実施した（実施される）事業によって、参加者が費用の減額で体験事業に参加できた（でき
る）。
・ふるさと納税を財源として実施した（実施される）事業によって、任意団体、NPO法人等での雇用が見込まれる。
・緑化保全にかかる区負担の経費を軽減させる。

・経済面以外での効果

・ふるさと納税を財源として実施される事業により、子どもたちの国内外での体験・交流が実現している。
・ふるさと納税を財源として実施される科学教室によって、科学的な思考のできる人材が育成される。
・地域におけるＮＰＯ等の活動の活性化が図られた。
・区内のみどりや公園に関心をもってもらい、保全や緑化行政を推進する効果を期待している。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



　　⑩その他

合計 2,786,996 2,621,487

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 21,976 11,167

その他 0 0

広報に係る費用 2,719,876 2,473,920

決済等に係る費用
0 0（クレジットカード手数料、金融機関の

取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用 45,144 136,400

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

現時点では把握しておりません。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

ワンストップ特例制度を利用すると、住民税から全額控除されることとなり、税収が減ることが予想さ
れます。都市部の一方的な負担増にならないよう、ふるさと納税で減少した税収の補てんが必要である
と考えます。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。



都道府県名 東京都 市区町村名 豊島区

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

120,000 4 55,000

寄附金額

（円）

    ⑧その他

○

○

　　⑦その他

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

9

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別す
ることができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。



　

    ⑪その他

事業名

取組内容

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

②
　　①選択できる

　　②選択できない

　



平成27年度 平成28年度（予定）

1 1

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

がん対策の普及啓発イベント等

・平成28年度

南長崎マンガランド事業

がん対策基金関連事業

がん対策の普及啓発イベント等

かつてトキワ荘のあった豊島区南長崎地区に、豊島区ゆかりのマンガ作品のモニュメントを設置し
て、「マンガの聖地としま」をアピールする。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

がん対策基金関連事業

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかにつ
いて公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

公表状況が課によって異なるため、理由等については一概に回答できない。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

区民向けのがんに関する講演会を開催することで、がん予防の重要性や理解を広く周知することができた。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

・ふるさと納税を財源として実施予定の南長崎マンガランド事業により、来街者の増加及び南長崎地区に新たな回遊ルー
トを創出し、周辺の商店街等の活性化につながることを期待する。

・経済面以外での効果

①に該当するのは１課のみ。 



○

○ 　　⑩その他

合計 5,000 0

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

広報に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 2,000

送付に係る費用 3,000

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

豊島区ゆかりのマンガ関連グッズ

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

地域の団体が制作した豊島区ゆかりのマンガ関連グッズを区が購入して返礼品とするなど、受入れた寄
附金が最終的に地域へ循環するような物品を選んでいます。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

③に該当するのは１課の

③に該当するのは１課の



都道府県名 東京都 市区町村名 北区

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

5,600,000 45 4,430,000

寄附金額

（円）

490,000

○

○     ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

テレビ等ふるさと納税に関する番組放送の増加による影響。高額寄付の発生。

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

13

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

64

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別す
ることができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。



　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

北区役所新庁舎建設

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　



平成27年度 平成28年度（予定）

2 1

1

2

事業名

取組内容

事業名

取組内容

区内スポーツ施設のバリアフリー化工事を実施

・平成28年度

仮称赤羽体育館開設準備費

平成29年1月開設予定の赤羽体育館のオープニングイベントを開催

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

東京オリンピック・パラリンピック推進事業費

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

・経済面での効果

区の活性化やイメージ向上による間接的な効果

・経済面以外での効果

・区内スポーツ施設のバリアフリー化により、東京オリンピック・パラリンピックの開催に向けて、障害のある人もな
い人も共にスポーツに親しみ、相互理解と交流が盛んに行われるスポーツ環境を構築する。
・赤羽体育館を新たに整備するにあたり、区内スポーツ団体によるエキシビションやアスリート交流イベントを実施
し、区民の多様なスポーツ活動の場としての体育館機能を発信するとともに、東京オリンピック・パラリンピック開催
機運の醸成にもつなげていく。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



○ 　　⑩その他

合計 434,721 192,620

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 2,000

その他

広報に係る費用 299,214

決済等に係る費用
0（クレジットカード手数料、金融機関の

取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 135,507 190,620

送付に係る費用 上記返礼品の調達費に送料込で契約

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

地元の名品（地酒、銘菓、生ソース、うどん）　北区アンバサダー（区にゆかりのある著名人）の書籍、ＣＤ

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

北区をより知っていただくのにふさわしい品として、主に北区の名品に選定された商品や北区ならでは
のアンバサダー関連の品物を返礼品に選定している。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

寄附者からの意見、要望は特にないが、寄附自治体へ提出する特例申請書を住所地の税務窓口に持参し
た方が数人いた。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

寄附を建前としながらも税源偏在の是正が目的であることが垣間見れる制度であり、各自治体が用意した返礼品が目当
ての寄附が増えている現状がある。また、「ふるさと納税」により、減収があった自治体は、地方交付税で補てんされ
る仕組みなどにより、地方交付税原資が失われ、配分にゆがみが生じるとともに、地方交付税不交付団体は減収分が補
てんされないため純減となるなど問題がある。また、「ワンストップ特例制度」については、当面の間の臨時的措置と
はされているが、個人住民税で振り替えられる所得税分については、全額国において財源を補てんすべきである。な
お、申告特例通知書の事務処理において、税法上の規定と異なる方法（送付様式、記載内容、送付時期など）で行って
いる自治体があるなど、賦課事務に支障をきたしており、寄附控除漏れ等が発生することも実務的に懸念される。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。



都道府県名 東京都 市区町村名 荒川区

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

103,060,369 ○ － － ○

寄附金額

（円）

－

○     ⑧その他

○ 　　⑦その他 特段の取り組みを行っていない

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

寄附総額は増額となったが、ふるさと納税とそれ以外の寄附を区分して取り扱っていないため、上
記①～⑦に当てはまるものがない

－

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

114

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別す
ることができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。



　

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

複合施設開設準備

平成29年春に開設予定の吉村昭記念文学館の情報を全国に広く発信するとともに、地域文化の醸成
に貢献する施設となるよう支援することを目的として、「吉村昭記念文学館友の会」を設立した。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ｂ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　



平成27年度 平成28年度（予定）

事業名

取組内容

事業名

取組内容

「７と同じ」

・平成28年度

「７と同じ」

「７と同じ」

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

「７と同じ」

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

主に②⑤⑥分野となるが順位は付けられな
い

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

　ふるさと納税とそれ以外の寄附を明確に区分して取り扱っておらず、公表は寄附者氏名に限る。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

④

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかにつ
いて公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

・経済面での効果

　該当なし

・経済面以外での効果

　世代や地域、目的が違う人々が集い、交流と経験の共有を通して、知の集積や発信、新たな知的文化活動の誘発や企画
が生まれ、荒川地区はもとより、区内全体の知とコミュニティの醸成を図る。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



○ 　　⑩その他

合計 92,340 0

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

返礼品は会員証、会員バッジ、絵はがき、ブックカバーで構成され、27年度はブックカバーのみ購入

事務に係る費用

その他

広報に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 92,340

送付に係る費用

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

会員証、記念バッジ、絵はがき、ブックカバー

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

　特になし

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

　特になし

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　特になし

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。



都道府県名 東京都 市区町村名 板橋区

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

5,709,276 1 2,641,861

寄附金額

（円）

0

○

○

    ⑧その他

○

　　⑦その他

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

0

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

30

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別す
ることができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。



　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　



平成27年度 平成28年度（予定）

1

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成28年度

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他
一般財源

未定

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



tame

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

②
　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

少額寄付が中心で、且つ、一般財源歳入で使途の特定が困難だったため、いずれも公表していなかった
が、今後活用状況については検討する予定

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

②
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

④

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかにつ
いて公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

・経済面での効果

・経済面以外での効果

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



　　⑩その他

合計 0 0

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 0 0

その他 0 0

広報に係る費用 0 0

決済等に係る費用
0 0（クレジットカード手数料、金融機関の

取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 0 0

送付に係る費用 0 0

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

該当者がなかったので特になし

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

ワンストップ特例制度は、利用者にとっては非常に利便性があると思うが、所得税分を地方が被ること
になる点については、検討して欲しい。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。



都道府県名 東京都 市区町村名 練馬区

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

26,821,803 7 1,961,793

寄附金額

（円）

12,000

○     ⑧その他

○ 　　⑦その他 特に行っていない。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

ふるさと納税制度とは無関係の寄付者の意思による。

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

1

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

27

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別す
ることができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。



　

○     ⑪その他

事業名

取組内容

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

特になし

特になし

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

主管課が受け入れ可能な全事業

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ｂ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　



平成27年度 平成28年度（予定）

1 1

2 2

事業名

取組内容

事業名

取組内容

特になし

・平成28年度

特になし

特になし

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

特になし

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

①
　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

寄付の目的別に寄付金額（個人・法人等の合計）を公表している。
ふるさと納税額としての公表は行っていない。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

②
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

②

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかにつ
いて公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

・経済面での効果

・経済面以外での効果

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



　　⑩その他

合計 0 0

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

広報に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

「ふるさと納税制度は富裕者を優遇するもので不公平であり、廃止すべきだ。」とのご意見が寄
せられました。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

現行制度は税の受益者負担の原則に反し、富裕層を優遇し、健全な寄付精神の涵養を妨げるもので、見
直しが望ましい。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。



都道府県名 東京都 市区町村名 足立区

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

29,018,973 30 2,905,000

寄附金額

（円）

110,000

○     ⑧その他

○

○

　　⑦その他

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

個人の寄附額の増減等の影響が大きい。①～⑦等の特定の理由による影響は少ない。

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と回
答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

3

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加し
た主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受入額
及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

142

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別す
ることができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。



　

○

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

上記の○以外であっても寄附者から希望があった場合受入れを行っています。

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できように
していますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　



平成27年度 平成28年度（予定）

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成28年度

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業の
事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事業の
事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください（複
数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

平成２８年度から寄附者に対して事業報告書を送付する予定です。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

②

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

・経済面での効果

・経済面以外での効果

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表の
状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期待
していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



○

○

○

○ 　　⑩その他

合計 0 150,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 0 0

その他 0 0

広報に係る費用 0 0

決済等に係る費用

0 0（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 0 150,000

送付に係る費用 0 0

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

オリジナルピンバッジ、記念の盾。上記①⑦は平成２８年度から実施。

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準などに
ついて記入してください。

足立区らしさのある返礼品を選定。現状では選定要綱等は設けず、内部で選定しています。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能な
範囲で記入してください。

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを選
択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的に
記入してください（複数回答可）。

特にありません。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふる
さと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

豪華な特産品等の返礼の中身ばかりが注目されてしまっている印象があります。ふるさと納税の本来の趣
旨、すなわち「生まれ育った自治体や応援したい自治体へ税制を通じて貢献ができる仕組み」の推進に立
ち返るべきではないでしょうか。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するものを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入してくだ
さい。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に係
る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組で、そ
れぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内容等につ
いて記入してください。



都道府県名 東京都 市区町村名 葛飾区

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

20,049,281 4 3,001,000

寄附金額

（円）

18,000 ○

○

○     ⑧その他

○

　　⑦その他

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

故人の遺志によるもの

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

9

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

30

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別す
ることができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。



　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

高齢化対策

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　



平成27年度 平成28年度（予定）

2

1

3

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成28年度

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他
高齢化対策

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

②
　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

②
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかにつ
いて公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

・経済面での効果

経済効果は明確には表れない

・経済面以外での効果

障害者の社会参加の推進及び区民の健康づくりの支援などが進んだ

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。



　　⑩その他

合計 0 0

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

広報に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

ふるさと納税制度が返礼品の内容により影響されており、本来の制度の主旨と異なっている。
また、対象額の拡大とともに税収にも影響がでている。

【以上】

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。



都道府県名 東京都 市区町村名 江戸川区

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

47,988,000 5 3,400,000

寄附金額

（円）

0

    ⑧その他

○ 　　⑦その他

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

区へ寄附（実績）について広報紙・ＷＥＢサイトに掲載。

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

    ④ＨＰ等の広報の充実

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

0

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別す
ることができない（件）

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

43

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額



　

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

寄付者のご意思を尊重しており、寄付募集を目的に区でＰＲした事業はありません。

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ｂ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

①
　　①選択できる

　　②選択できない



平成27年度 平成28年度（予定）

2

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

・平成27年度

青少年の翼事業

江戸川区の未来を担う中高生を海外に派遣し、世界の人々との交流の促進を図る。

・平成28年度

未定

    ⑪その他

※平成２８年度は未定です

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。



14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

②
　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかにつ
いて公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

②
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

・経済面以外での効果

・青少年の翼事業：当区の青少年が海外で雄大な自然に触れ、文化体験や世界の人々との交流を通して、「国際人」「地
球人」としての意識を醸成。
・江戸川区社会福祉協議会への補助事業：社会福祉協議会が進める事業を通じて、地域の「熟年者」「障害のある方」の
福祉を向上。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している ※区への寄付について公表

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

特筆すべき事項は特にありません。



　　⑩その他

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

その他 0 0

合計 0 0

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

0 0

事務に係る費用 0 0

広報に係る費用 0 0

決済等に係る費用 0 0

返礼品の調達に係る費用 0 0

送付に係る費用 0 0

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

税源の偏在是正措置は、法人住民税の国税化やふるさと納税をはじめとした方策ではなく、
全体の地方財源を拡充することや地方交付税の法定率を上げるなど、国の責任において是正すべき。

【以上】

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特にありません。

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。



都道府県名 東京都 市区町村名 八王子市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

3,342,000 55 1,835,000

寄附金額

（円）

522,000

○

○

    ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

23

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

    ④ＨＰ等の広報の充実

77

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別す
ることができない（件）

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実



　

○

○

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進



平成27年度 平成28年度（予定）

3

1

2

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成27年度

明確な事業を特定して活用していない。

・平成28年度

基金に積んで、今後活用する内容を検討する。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり



①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかにつ
いて公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

寄附件数が少なく、まだ明確な事業を特定していないため、公表していない。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

④

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

・経済面以外での効果

寄附者に事業を選択してもらうことで、八王子市の施策のことに関心をもってもらう。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。



○

○

○

○ 　　⑩その他

合計 1,089,783 55,267,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

広報に係る費用 87,000

決済等に係る費用
259,459 55,180,000（クレジットカード手数料、金融機関の

取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 782,600

送付に係る費用 47,724 決裁等に係る費用に含まれる

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

返礼品選定委員会（関連所管課長10名程度）を設置し、検討・選定していく。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

八王子銘菓の詰め合わせ、多摩産材の積み木セット、季節のジャム３本セット、ポストマンバッ
グ、八王子城跡から出土したベネチアレースガラスの複製

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

特に無し

【以上】

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特に無し

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。



都道府県名 東京都 市区町村名 立川市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

8,909,000 353 7,655,000

寄附金額

（円）

2,569,000

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

82

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加し
た主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受入額
及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

    ④ＨＰ等の広報の充実

385

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別す
ることができない（件）

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と回
答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実



　

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できように
していますか。

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進



平成27年度 平成28年度（予定）

1

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成27年度

・平成28年度

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業の
事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事業の
事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください（複
数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他
基金繰入のみ（執行無し）

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

基金繰入のみ（執行無し）



①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

受入額実績については、寄附者の同意を得ていないため。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

③

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期待
していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

・経済面以外での効果

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表の
状況として、該当するものを選択してください。



○

○

○

○ 　　⑩その他

合計 4,670,092 3,104,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 0 0

その他 0 0

広報に係る費用 753,753 400,000

決済等に係る費用

121,219 104,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 3,746,126 2,500,000

送付に係る費用 48,994 100,000

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

和菓子、お酒、ボードゲーム、ランチ券・パーキングチケットセット

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準などに
ついて記入してください。

立川市で生産、製造、加工されているもの、市内の原材料を使用しているもの、市内で販売されているもの。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能な
範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを選
択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

本来の趣旨とは異なる過度な返礼品競争が生じている。ワンストップ特例制度により事務負担が増加してい
る。

【以上】

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的に
記入してください（複数回答可）。

ワンストップ特例を希望したうちの約50名は、寄附自治体数が5以上等で取り止めており申請書提出がされなかったた
め、提出の有無を確認したが、連絡が取れず、申請を忘れた寄附者がおり、連絡しないのは不親切だとの意見があっ
た。自治体における事務負担の軽減を望む。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふる
さと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するものを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入してくだ
さい。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に係
る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組で、そ
れぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内容等につ
いて記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。



都道府県名 東京都 市区町村名 武蔵野市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

0

寄附金額

（円）

    ⑧その他

○ 　　⑦その他

個人・法人を区別す
ることができない（件）

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

ホームページからの電子申請による受付

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

0

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない



　

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

学校施設整備、公共施設整備

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成27年度

・平成28年度

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興



②
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

②
　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかにつ
いて公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

ふるさと納税とそれ以外の寄附を分けて管理しておらず、寄附全般の公表を行っていない

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

④

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

・経済面以外での効果

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。



　　⑩その他

合計 0 0

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 0 0

その他 0 0

広報に係る費用 0 0

決済等に係る費用
0 0（クレジットカード手数料、金融機関の

取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 0 0

送付に係る費用 0 0

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

【以上】

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。



都道府県名 東京都 市区町村名 三鷹市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

3,838,008 3 390,000

寄附金額

（円）

110,000

    ⑧その他

○

　　⑦その他

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

    ④ＨＰ等の広報の充実

34

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別す
ることができない（件）

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

6

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

※開発行為に関する寄附金

（まちづくり協力金）及びほっ

とベンチ寄附金については、

含んでいません。 



　

○

○

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

個別に指定があれば、具体的な事業への寄付も可能

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

・平成27年度

・平成28年度



・経済面以外での効果

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

②
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

②
　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



　　⑩その他

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

返礼品の調達に係る費用 0 0

送付に係る費用 0 0

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

事務に係る費用 0 0

その他

広報に係る費用 0 0

決済等に係る費用

0 0（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

合計 0 0

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

住民税は、通常、住民サービスを受けている居住自治体に納めるものであり、
特典ありきの寄附の促進は、住民税の考え方から逸脱するため、控除額の上限
を縮小するなど是正されたい。

【以上】

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

該当なし

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）



都道府県名 東京都 市区町村名 青梅市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

20,331,001 534 14,616,001

寄附金額

（円）

3,034,000

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

○

　　⑦その他

個人・法人を区別す
ることができない（件）

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞
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２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ
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上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない



　

○

○

○

○

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容 プラムポックスウイルス感染により伐採された梅樹の再植栽に向けた取り組み

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

上記以外のもので寄付者が別途指定した事業

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

梅の里再生・復興に関する事業

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

Ｂ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

3 3

2 2

1 1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成27年度

7と同じ

・平成28年度

7と同じ

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興



①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

・梅の名所であった吉野梅郷地区のﾌﾟﾗﾑﾎﾟｯｸｽｳｲﾙｽ感染梅樹の伐採により観光客が激減（梅の公園入場者が9万人→7千人）
し、梅に関連した商業・観光事業において深刻な影響を受けている。このため、平成25年度からふるさと納税のメニューに
「梅の里再生・復興に関する事業」を加え、再植栽可能となった段階で、寄付金を財源として梅樹の植栽を行い、商業・観
光事業の復活を期待している。

・経済面以外での効果

同上

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。



○ 　　⑩その他

合計 5,237,925 5,369,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 1,202,016 1,116,000

その他

広報に係る費用 0 311,000

決済等に係る費用

135,849 130,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 3,790,225 3,600,000

送付に係る費用 109,835 212,000

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

地元のお酒、菓子、タオル製品

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

市内事業者であり、市の魅力を周知できるもので、地域産業の振興につながる要素をもつ商品等

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

ワンストップ特例制度を利用した場合、所得税分も含めて市税から控除されるが、所得税分については実質自治体負担
となってしまうため、交付税措置などの措置を講じていただきたい。また、ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟ通知書発送や寄付者の名寄せ等事務
煩雑であり控除漏れ等のトラブルが懸念される。

【以上】

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。



都道府県名 東京都 市区町村名 府中市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

5,646,000

寄附金額

（円）

5,000,000

    ⑧その他

　　⑦その他

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

1

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

    ④ＨＰ等の広報の充実

15

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別す
ることができない（件）

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実



　

    ⑪その他

事業名

取組内容

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

②
　　①選択できる

　　②選択できない

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進



平成27年度 平成28年度（予定）

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成27年度

・平成28年度

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり



②
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

①
　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

返礼品の贈呈を行っておらず、積極的にふるさと納税制度を推進していないため

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

④

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

・経済面以外での効果

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。



　　⑩その他

合計 0 0

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

広報に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

【以上】

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。



都道府県名 東京都 市区町村名 昭島市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

100,150,000 2 100,150,000

寄附金額

（円）

○     ⑧その他

○ 　　⑦その他

個人・法人を区別す
ることができない（件）

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　特別な寄附があったため。

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

　平成28年度より返礼品送付を開始し、ＰＲを進める。

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

2

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない



　

○     ⑪その他

事業名

取組内容

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

　市政全般又はその他を選択可能。

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容 小・中学校の備品購入や小学校遊具設置工事、中学校校庭夜間照明設備設置工事

・平成27年度

・平成28年度

小・中学校寄附金活用事業

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興



①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

　これまでは具体的な活用事業を指定した寄附がなかったため、活用状況については公表していなかっ
た。だが平成27年度に受け入れた寄附の一部は具体的に使途を指定されたもの（教育環境整備のため）
であったことから、平成28年度に当該寄附金活用事業を実施、公表予定。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

②

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

・経済面以外での効果

　遊具や校庭夜間照明設備の設置により、児童・生徒の運動する機会が増加し、運動能力向上が期待できる。
　また、全小・中学校に短焦点プロジェクターを購入するため、高度情報化社会に柔軟な対応ができるような学習指導
等が図れる。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。



○ 　　⑩その他

合計 0 400,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 1,000

その他

広報に係る費用 49,000

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 328,000

送付に係る費用 22,000

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

　深層地下水100％の「あきしまの水」

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

　平成27年度、市職員によるプロジェクトチームを作り、返礼品の検討等を行った。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）



○

    ⑤その他

○     ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　ふるさと納税は地方創生につながり、各自治体の特色を知ってもらう機会にはなる。しかし、自治体の返礼
品競争が過剰になり、本来の目的から逸脱する傾向が見られるようになった。また、ワンストップ特例制度に
より所得税分の控除も住民税からの控除となるため、問題と考える。

【以上】

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ

　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　平成28年度より返礼品の送付を開始するが、通知に沿った返礼品を扱っており、見
直しを行う必要はないと判断した。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。



都道府県名 東京都 市区町村名 調布市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

545,500 1 500

寄附金額

（円）

300,000

    ⑧その他

○

　　⑦その他

個人・法人を区別す
ることができない（件）

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

1

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

9

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない



　

○

○

○

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

公共施設整備

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成27年度

・平成28年度

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

ふるさと納税と他の寄附金との区別を行っていないことから，ふる

さと納税充当額は算出していません。 

ふるさと納税（寄附金）充当額は 
算出していません。 

ふるさと納税（寄附金）充当額は 
算出していません。 



②
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

①
　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

公表内容，方法を検討中

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

④

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

・経済面以外での効果

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。



○ 　　⑩その他

合計 0 0

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 0 0

その他 0 0

広報に係る費用 0 0

決済等に係る費用

0 0（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 0 0

送付に係る費用 0 0

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

検討中

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

検討中

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

都市部から地方へ寄附が流れること，また，ワンストップ特例を利用すると所得税（国税）からの控除はなく
なり，すべて住民税から控除されることにより，不交付団体として減収影響を受ける割合が高くなるため，調
整措置が必要であると考えます。

【以上】

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。



都道府県名 東京都 市区町村名 町田市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

92,585,013 281 7,868,000

.

寄附金額

（円）

2,713,000

○

○

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

○

　　⑦その他

個人・法人を区別す
ることができない（件）

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞
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２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ
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上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない



　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

市長におまかせ（市政全般）

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

3 3

2 1

1 2

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成27年度

※特定の事業に偏らず、広く寄付金を集めました

・平成28年度

①トップアスリートと子どもたちをスポーツでつなぐ
②町田市立国際版画美術館に「歌麿」を呼ぼう！
③トップスポーツを楽しめる環境を町田に！

①地元にあるＦＣ町田ゼルビア、ペスカドーラ町田の2つのチームを市内の学校や幼
稚園、保育園などへ派遣し、トップアスリートから直接スポーツを教えてもらう取り
組みを推進する。
②町田市国際版画美術館に「歌麿」の作品を収蔵品として加え、展示を行う。
③大型スポーツイベントに来場した観客がより楽しめる環境を作るため、「大型映像
装置」を整備する。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興



①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

平成２７年１２月から開始しているため、活用状況は今後公表を予定しています。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

②

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

・町田市立国際版画美術館に「歌麿」を呼ぼう！
町田市国際版画美術館に「歌麿」の作品を収蔵品として加え、展示を行うことによる入館数の増。
・トップスポーツを楽しめる環境を町田に！
大型スポーツイベントに来場した観客がより楽しめる環境を作るため、「大型映像装置」を整備することによる観客数の増

・経済面以外での効果

・トップアスリートと子どもたちをスポーツでつなぐ
・地元にあるＦＣ町田ゼルビア、ペスカドーラ町田の2つのチームを市内の学校や幼稚園、保育園などへ派遣し、トップア
スリートから直接スポーツを教えてもらう取り組みを推進する。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。



○

○ 　　⑩その他

合計 4,341,020 7,640,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 10,000

その他

広報に係る費用 683,856 511,000

決済等に係る費用

152,515 462,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用 3,504,649 6,657,000

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

主に、町田市名産品等推奨委員会認定のまちだ名産品や、その他町田市内の店舗の名産品、全国的に知
名度の高いリス園の招待券等を選定しています。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

町田市名産品等推奨委員会認定のまちだ名産品（加工食品、お菓子等）や、その他町田市
内の店舗の名産品等

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

ワンストップ特例制度でマイナンバーを利用した寄付者の管理について、寄付者の手続きや自治体側の
管理が煩雑になる。

【以上】

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

・ワンストップ特例申請書を提出したあとの流れ（申請者が行う手続き）
・ワンストップ特例を使用した場合の寄付金控除について（確定申告との違いについて）

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。



都道府県名 東京都 市区町村名 小金井市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

5,457,302 6 5,435,000

寄附金額

（円）

○

○

    ⑧その他

○

○

　　⑦その他

個人・法人を区別す
ることができない（件）

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

9

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない



　

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

みどりに関すること

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

2 2

3

3

1

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成27年度

　特になし

・平成28年度

　特になし

特に指定しない（市長に一任）

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他
特に指定しない（市長に一任）

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興



②
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

②
　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

　活用状況（事業内容等）については、分野ごとの指定寄附を受け付けているため、事業ごとでの活用
状況を公表することが難しい。今後、より細かい指定寄附を導入した際、公表を検討する予定。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

②

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

・経済面以外での効果

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。



　　⑩その他

合計 0 0

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 0 0

その他 0 0

広報に係る費用 0 0

決済等に係る費用

0 0（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 0 0

送付に係る費用 0 0

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　東京圏の自治体において、税収が減少しないような制度を検討していただきたい。

【以上】

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

　特になし

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。



都道府県名 東京都 市区町村名 小平市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

1,795,000 9 1,795,000

寄附金額

（円）

100,000

○     ⑧その他

○

　　⑦その他

個人・法人を区別す
ることができない（件）

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

特になし

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

1

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

9

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない



　

○

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成27年度

・平成28年度

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興



②
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

①
　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

・経済面以外での効果

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。



　　⑩その他

合計 0 90,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

ふるさと納税返礼品発送業務委託

事務に係る費用

その他 90,000

広報に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

特になし

【以上】

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。



都道府県名 東京都 市区町村名 日野市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

220,000 2 150,000

寄附金額

（円）

0

○

    ⑧その他

○ 　　⑦その他

個人・法人を区別す
ることができない（件）

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

0

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

平成28年度より、事務代行業者のポータルサイトの活用を開始予定

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

4

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない



　

    ⑪その他

事業名

取組内容

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

②
　　①選択できる

　　②選択できない

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

3

1

2

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容 子どもの貧困対策、待機児童解消等

・平成27年度

平成27年度までは、財政調整基金として繰り入れ、市の事業全般に活用した。

・平成28年度

子どもが輝くまちづくり

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他
特定事業へ充当は行っておりません

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興



①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

受入実績額について平成２８年度内に、平成２７年度実績分の公表を予定しております。活用状況につ
いては、当市では、ふるさと納税を財政調整基金として受入しており、特定の事業への活用が明確でな
いため、未公表としております。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

④

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

当市の「新選組」を始めとする観光資源を活用した観光産業のさらなる発展を期待する。

・経済面以外での効果

子どもの貧困・待機児童問題の解決、水・緑の環境の保全、日野市の知名度の向上を期待する。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。



○

○ 　　⑩その他

合計 0 1,813,800

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 388,800

その他

広報に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 1,200,000

送付に係る費用 225,000

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

クラフトビール、チキンサラミ、新撰組グッズ(クリアファイル、手ぬぐい、図録等)

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

既存の商品か否かを問わず当市の魅力をアピールできる物を基準に返礼品候補とし、実現可能か検討し
た上で、実現可能なものを返戻品としている。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

当市の魅力を全国に発信するためのシティセールスの手段として積極的に活用を図っていきたい。

【以上】

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

意見・要望はありませんでした。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。



都道府県名 東京都 市区町村名 東村山市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

631,037 2 581,037

寄附金額

（円）

0

○     ⑧その他

○

　　⑦その他

個人・法人を区別す
ることができない（件）

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

観光でたまたま訪れた方による応援による増加

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

0

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

4

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない



　

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

市政の伸展、その他

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成27年度

・平成28年度

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興



②
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

①
　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

寄附者の同意が得られれば、市報にて寄附の趣旨と寄附者氏名を掲載している（金額は無記入）。ま
た、ふるさと納税総額については各年度決算書に掲載して公表している。
活用状況は特定されていないため公表していない。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

②

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

・経済面以外での効果

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。



　　⑩その他

合計 0 547,560

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

ふるさと納税支援事業委託

事務に係る費用

その他 103,680

広報に係る費用

決済等に係る費用

55,080（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 388,800

送付に係る費用

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）



○

    ⑤その他

○     ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

返礼品による自治体間の寄附の奪い合いや、高所得者の節税対策として利用されている点など、
本来の制度趣旨からはずれている事例もあり、制度のあり方を見直す必要はあるかと思います。

【以上】

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

10月以降通知に沿った返礼品送付を行う予定

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。



都道府県名 東京都 市区町村名 国分寺市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

29,372,200 293 23,649,200

寄附金額

（円）

9,100,000

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

○

　　⑦その他

個人・法人を区別す
ることができない（件）

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞
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２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ
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上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない



　

○

○

○

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

寄附者が任意の市の事業をチョイス

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

土木事業，民生事業，教育事業等から幅広くチョイス可

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

Ｃ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

3

1

2

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成27年度

・平成28年度

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興



①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

・経済面以外での効果

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。



○

○

○ 　　⑩その他

合計 24,146,352 1,278,200

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 48,600 48,600

その他

広報に係る費用 93,960 194,000

決済等に係る費用

147,582 237,600（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 23,634,236 600,000

送付に係る費用 221,974 198,000

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

60年前に当市でペンシルロケットの水平発射が行われたことを記念したペンシルロケットレプリカ

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

当市のブランド特産品や記念品

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

地方交付税交付金の不交付団体であっても，いわゆる企業版ふるさと納税の対象として欲しい

【以上】

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

手続きが煩雑で分かりにくい

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。



都道府県名 東京都 市区町村名 国立市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

33,764,075 1,009 15,003,013

寄附金額

（円）

4,132,500

    ⑧その他

○

○

○

○

　　⑦その他

個人・法人を区別す
ることができない（件）

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

133

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

1,174

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない



　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容 国立市有形文化財として指定されたのち解体・保管されている旧国立駅舎を再築する
事業。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

旧国立駅舎再築

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

Ｂ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

3 2

3

2 1

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容 ７と同じ

・平成27年度

くにたちベンチ事業

市内の緑地帯や公園等にベンチを設置する事業

・平成28年度

７と同じ

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他
旧国立駅舎再築

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興



①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

旧国立駅舎を再築し、市の情報発信施設としての機能を備えることで、多くの来訪者を呼び込み地場経済の活性化が期待さ
れる。

・経済面以外での効果

くにたちベンチ事業においては、本来、市の財政負担で行うべき事業であるところ、意欲ある市民からの寄附で全額を賄う
ことが出来、市にとって財政的なメリットがある。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。



○

○

○

○

　　⑩その他

合計 5,785,591 8,037,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

広報に係る費用 33,480 34,000

決済等に係る費用

216,831 248,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 5,386,932 7,589,000

送付に係る費用 148,348 166,000

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

商工会においてブランド認定している「くにたちＳＴＹＬＥ」の商品を返礼品として選定している。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

ワンストップ特例を利用した場合、全額住民税から控除されることによる市税減収が懸念される。

【以上】

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

寄附者自身がワンストップ特例の対象になるかどうかが分かりづらいという意見があった。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。



都道府県名 東京都 市区町村名 福生市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

2,248,840 10 500,000

寄附金額

（円）

185,000

    ⑧その他

○

　　⑦その他

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

    ④ＨＰ等の広報の充実
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上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別す
ることができない（件）

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

4

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着



　

○

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

行財政改革に関する事業、これらに該当しない事業を指定する（具体的に）

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

1 1

2 3

3 2

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

・平成27年度

特に力を入れた事業はない。全事業、力を入れて取り組んでいる。

・平成28年度

特に力を入れた事業はない。全事業、力を入れて取り組んでいる。



福生七夕まつり委託では、開催期間中多くの来場者があり、地域経済に直接的な効果があったものと考える。

・経済面以外での効果

ふっさっ子広場事業は放課後の学校施設を利用し、児童の見守りを行っており、児童の健全育成に貢献している。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

活用状況（事業内容等）を公表していない理由は特になし。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

②

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

②
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

②
　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



　　⑩その他

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

事務に係る費用

その他

広報に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

合計 0 0

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

特になし。

【以上】

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）



都道府県名 東京都 市区町村名 狛江市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

7,912,222 21 692,222

寄附金額

（円）

1,930,000

○

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

○

　　⑦その他

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

    ④ＨＰ等の広報の充実

35

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別す
ることができない（件）

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

5

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着



　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

使い道を特に指定したい場合の自由記入欄を設置

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

2

2

3 1

1 3

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

熊本地震への代理寄附、小中学校への備品購入　等

・平成27年度

教育環境の充実、安心安全関連施策のＰＲ

小中学校への備品購入、マスコットキャラクターの着ぐるみ製作による施策ＰＲ

・平成28年度

災害支援寄附、教育環境の充実



実績からの経済効果は不明。
体験プログラムの実施や返礼品等を通じて狛江市に関心を寄せていただき、市内観光やブランド野菜等の購入促進等に繋げ
ることを期待している。

・経済面以外での効果

・小中学校への暖房器具の購入による教育環境の改善
・市マスコットキャラクターの着ぐるみ作成による、市の掲げる「日本一安心で安全なまち」を目指すための取り組みの周
知や取り組みを始めてもらうための動機付け

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

寄附金の使途について、分野の指定に留まる寄附者が多く、具体的な活用状況を示しにくいため

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

②

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

○ 　　⑩その他

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

市内商店の銘菓、タオルハンカチ

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

地域産業の振興と市の魅力発信に繋がる品目であるか

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

返礼品の調達に係る費用 133,255

送付に係る費用 送付は別部署の予算で行っているため不明

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

事務に係る費用 43,740

その他

広報に係る費用 81,000

決済等に係る費用

3,294（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

合計 261,289 0

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

【以上】

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）



都道府県名 東京都 市区町村名 東大和市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

130,000 1 50,000

寄附金額

（円）

0

    ⑧その他

○ 　　⑦その他

個人・法人を区別す
ることができない（件）

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

0

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

特に無し

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

4

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない



　

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

事業名

取組内容

事業名

取組内容 未定

・平成27年度

なし

なし

・平成28年度

未定

なし

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他
なし

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興



②
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

①
　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

受入額、件数が少ないため公表していない。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

④

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

・経済面以外での効果

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。



　　⑩その他

合計 0 0

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 0 0

その他 0 0

広報に係る費用 0 0

決済等に係る費用

0 0（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 0 0

送付に係る費用 0 0

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

返礼品送付の競争なっている現状を懸念している。
ワンストップ特例を利用した場合、全額が地方税から控除される点は問題がある。

【以上】

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。



都道府県名 東京都 市区町村名 清瀬市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

1,181,391 78 654,391

寄附金額

（円）

135,000

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

○

　　⑦その他

個人・法人を区別す
ることができない（件）

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

18

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ
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上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない



　

○

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

街路及び公園を中心とした草花等の植栽並びに椅子設置

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

1

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容 手塚治虫、やなせたかしなどにより制作された壁画の経年劣化に対する修復作業を行う。

・平成27年度

清瀬ひまわりフェスティバル

都内最大級の10万本のひまわりが咲き誇る清瀬の夏の風物詩とも言えるイベント

・平成28年度

児童センターの壁画修復

市長が決める分野

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他
市長が決める分野

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興



①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

市報にて定期的に受領額実績を公表しているので、とりわけ年間実績額の公表はしていない。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

③

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

ひまわりフェスティバルに市内農家が出店し、市外の方へ清瀬産の野菜を販売している。
また、来場いただいた方の昼食及び休憩の場として、会場周辺及び駅前の飲食店等で売り上げが向
上している。

・経済面以外での効果

また、市内外から多くの来場者が訪れることで、清瀬市の魅力のPRとなっている。そのほかにも、フェ
スティバル用のひまわりの種を市内の小学生が植えることで、情操教育の場として活用している。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。



○ 　　⑩その他

合計 123,198 191,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 19,752 10,000

その他 0 0

広報に係る費用 0 0

決済等に係る費用

40,446 30,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 0 0

送付に係る費用 63,000 151,000

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

清瀬市役所産はちみつ、きよせ郷土カルタ、清瀬市ガイドブック

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

既存の返礼品は、清瀬市の魅力を市内外へPRできるものを選定した。現時点では明確な基準はないが、今後返
礼品の拡充を検討していく上で、上記の内容も踏まえた基準を作成していく予定。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

現在自治体間の返礼品競争により、清瀬市においても寄附される金額より控除された金額が上回り税収が減少
している状況である。今後どの自治体においても税収を確保するために、返礼品を拡充することが予測される
ため、単に返礼品競争に陥ることなく、本来のふるさと納税の趣旨に沿った制度運営が望まれる。

【以上】

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

ワンストップ特例制度を利用した場合、全額市民税から控除されるため税収が減ってしまう。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。



都道府県名 東京都 市区町村名 東久留米市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

50,000 3 30,000

寄附金額

（円）

10,000

○

    ⑧その他

○

　　⑦その他

（件）

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

1

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。

個人・法人を区別す
ることができない

　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

4

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない



　

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

東久留米市の施策、生涯学習活動の推進

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成27年度

・平成28年度

金額が小さいことから、基金として計上しています。ふるさと納税を財源とした事業はありません。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

1
「前年度(27年度)繰越金」として９月補正
予算に歳入計上し、同時に「公共施設等整

備基金積立金」として歳出計上する。

    ⑪その他

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興



①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

従前より受入額や活用状況の公表は行っておらず、また公表をする旨の要望もないことから、現時点では公表
の予定はありません。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

④

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

・経済面以外での効果

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。



○

○ 　　⑩その他

合計 6,699 316,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

広報に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 5,849 216,000

送付に係る費用 850 100,000

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

地元フットサルチーム「カフリンガ東久留米」応援グッズ等

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

　特産品等の認定を受けようとする事業者等は、東久留米市ふるさと納税特産品等認定申請書により申請。その後、内容を
精査し２千円相当で市が発行する刊行物やパンフレット等に取り上げられた実績がある等、広く市民に東久留米の産業振興
に資する資源としての認識が得られている品等について特産品等として認定を行う。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

【以上】

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

なし

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。



都道府県名 東京都 市区町村名 武蔵村山市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

3,269,261 10 1,394,730

寄附金額

（円）

0

○     ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

個人・法人を区別す
ることができない（件）

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

高額寄付の受け入れがあったため。

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

0

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

25

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない



　

○

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

1

2

事業名

取組内容

事業名

取組内容 モノレールの延伸の際に必要な出資金や公共施設整備などの経費に充てるもの。

・平成27年度

小学校運営経費

・平成28年度

多摩都市モノレール基金事業

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他
多摩都市モノレールの走るまちづくり

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興



①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

　広報媒体では、寄附者が希望した使途への応援メッセージを公表し、活用状況については、寄附者に
対し個別報告としているため。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

②

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

　事業への充当については、寄附者からの希望により行っており、寄附金の創設に伴う新規事業では無いため、経済面での
効果は抽出できない。

・経済面以外での効果

　経済面以外での効果としては、市に実施する事業に対し、住民の関心度は高まっていると推察している。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。



○

○

○

　　⑩その他

合計 72,190 122,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 11,858 16,000

その他 0 0

広報に係る費用 0 0

決済等に係る費用

90 1,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 59,486 100,000

送付に係る費用 756 5,000

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

　市の観光促進や地場産業の振興に寄与するものを選定している。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

【以上】

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

　申請後、控除が適用されるまでの間に通知がないため、本当に申告が必要ないのか不安に思われる方
が多い。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。



都道府県名 東京都 市区町村名 多摩市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

10,569,000 143 10,019,000

寄附金額

（円）

882,000 ○

○

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

個人・法人を区別す
ることができない（件）

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

27

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ
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上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない



　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

3 1

2

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容 公園の植樹

・平成27年度

交通安全施設整備事業

運転者への注意喚起標識設置

・平成28年度

公園管理経費

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興



①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかにつ
いて公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

・経済面以外での効果

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。



○ 　　⑩その他

合計

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

27年度実績については集計中

事務に係る費用

その他

広報に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

市への訪問に直接結びつく返礼品（市内施設のチケット等）

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

自治体が広く寄附金を受け付けていることの認知向上や寄附文化を促進する観点からは、本市においても一定のメリット
はあるものと考えている。一方で、個人住民税の特例制度については、個人住民税のもつ分担分任の性格に照らし、課題
もあると認識している。

【以上】

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。



都道府県名 東京都 市区町村名 稲城市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

1,220,000 69 840,000

寄附金額

（円）

380,000

○

    ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

33

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

    ④ＨＰ等の広報の充実

79

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別す
ることができない（件）

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実



　

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容 観光案内所を開設し、ガンダムとザクのモニュメントを設置した。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

観光推進事業

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進



平成27年度 平成28年度（予定）

2 2

1 1

事業名

取組内容

事業名

取組内容 地域資源を活かした観光事業

・平成27年度

7と同じ

7と同じ

・平成28年度

7と同じ

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり



①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

・経済面以外での効果

・市の知名度向上と、観光者の増加につながった。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。



○

○

○ 　　⑩その他

合計 576,991 418,800

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 0 0

その他 0 0

広報に係る費用 0 0

決済等に係る費用

0 0（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 544,351 100,000

送付に係る費用 32,640 318,800

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

ピンバッジセット

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

地域資源を活用し、市らしさを表現した商品として地元ブランドに認証されたものから選定している。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

【以上】

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

マイナンバーを記載した申請書を郵送するのに不安がある。添付資料をつけるのが手間に感じる。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。



都道府県名 東京都 市区町村名 羽村市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

3,134,000 3 120,000

寄附金額

（円）

0

○

○

○

○

    ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

個人・法人を区別す
ることができない（件）

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

0

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

11

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない



　

○

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

公共施設整備、都市開発整備

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

1

1

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成27年度

・平成28年度

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興



①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

特になし

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

②

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

・経済面以外での効果

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。



○

　　⑩その他

合計 0 0

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

広報に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

全員に礼状を送付

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）



○     ⑤その他

○     ⑤その他

○ 　　⑦その他

○ 　　⑦その他

【以上】

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

対応なし

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

対応なし

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

礼状の送付のみ行っており、見直しを行う必要はないと判断。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

礼状の送付のみ行っており、見直しを行う必要はないと判断。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。



都道府県名 東京都 市区町村名 あきる野市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

10,875,000 318 9,260,000

寄附金額

（円）

3,327,000

○

○

○     ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

個人・法人を区別す
ることができない（件）

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

117

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

（財）日本山岳スポーツ協会主催の山岳耐久レースハセツネＣＵＰ大会の参加枠にあきる野ふるさと
寄附枠が設けられたことにより、約280件の寄附申出があり寄附件数が大きく増加した。

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

334

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない



　

○

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容 尾根道補修、ホタルの保全活動などにより、郷土の恵みの森構想を推進する。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

郷土の恵みの森づくり事業

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

Ｂ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

2 2

1 1

3 3

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成27年度

７と同じ

・平成28年度

７と同じ

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興



①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかにつ
いて公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

　現状、各事業所管課の年度ごとの寄附金活用状況について、取りまとめ集約ができていない。今後、
活用状況の公表について検討をしていきたいと考えている。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

②

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

　郷土の恵みの森づくり事業で、森の多面的機能の向上が図られたことにより、木材や林産物の生産といった経済林とし
ての機能向上に効果があった。

・経済面以外での効果

　郷土の恵みの森づくり事業で、森の多面的機能の向上が図られたことで、以下の効果があった。
　・渇水や洪水を緩和し、良質な水を育む水源涵養機能の向上
　・様々な生物のすみかとして命を育む生物多様性保全機能の向上
　・土砂災害防止機能の向上
　・二酸化炭素吸収機能の向上

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。



○

○

○

　　⑩その他

合計 1,871,000 2,810,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 101,000

その他

広報に係る費用 7,000 7,000

決済等に係る費用

1,000 110,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 1,594,000 2,112,000

送付に係る費用 269,000 480,000

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

　商工会と連携し、商工会で認定する厳選された地域特産品「秋川渓谷物語」を中心に商品選定を行なっている。また、
その外に本市の魅力である豊かな自然環境をＰＲするため、温浴施設の入浴券を贈呈しているが、今後も本市の魅力をＰ
Ｒできる商品を追加していきたいと考えている。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　生まれ故郷やお世話になった地域を応援したいという思いを納税者が自分の意思で寄附を通じて応援することが出来る優れた制度で
あり、各自治体の枠を超えて納税者が寄附先を選択することにより、それぞれの自治体が地域の魅力や施策をＰＲして、まちづくりに
取り組むことで地域振興や地域活性化が図られ、少子高齢化の中で活力ある社会が実現できればと思います。

【以上】

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

・平成２７年４月に施行された制度であり周知されていない点は否めないが、寄附受入の際に制度利用について通知をしていたにもか
かわらず、確定申告の時期になって申告に行く時間がないので、制度を利用したいと連絡があった方が数件あった。
・昨年中に特例申請をしたが、寄附金控除の手続きが行なわれているか確認の問い合わせが数件あった。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。



都道府県名 東京都 市区町村名 西東京市

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

15,410,533 5 165,010

寄附金額

（円）

0

○     ⑧その他

○

○ 　　⑦その他

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

今年度より、返礼品やクレジットカード納付及びポータルサイト利用による案内を実施予定

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

    ④ＨＰ等の広報の充実

11

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別す
ることができない（件）

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

　高額の寄附があったため、受入額が増加した

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

0

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着



　

○

○

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

　施設整備、西東京市全体のために

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。



平成27年度 平成28年度（予定）

1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

・平成27年度

・平成28年度



ふるさと納税を財源として実施した消防活動費により、15,000,000円の経済効果があった。

・経済面以外での効果

ふるさと納税を通じ事業に係わることで、寄附者の市への愛着心の醸成、関心の高まりを期待。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

　希望する寄附者・寄附額についてのみ、HP・市報で公表している。
　各年度の実績額や事業内容等は詳しく公表していない。理由は特にない。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

②

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

①
　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



　　⑩その他

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

返礼品の調達に係る費用 － 108,000

送付に係る費用 － 81,320

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

事務に係る費用 － 0

その他 － 0

広報に係る費用 － 16,200

決済等に係る費用

30 36,720（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

合計 30 242,240

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。



○

    ⑤その他

○     ⑤その他

　　⑦その他

○ 　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

　平成28年度夏頃から返礼品の導入を考えており、要請に沿うような返礼品を検討している

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

ワンストップ特例制度については、今年度より申請書にマイナンバー記載が必要なため、身分証明等の
提示若しくは写しの提出等を求めることとなり、手続きが煩雑になると予想されます。

【以上】

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

　ふるさと納税の主旨に沿うような返礼品の検討

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）



都道府県名 東京都 市区町村名 瑞穂町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

0 0 0

寄附金額

（円）

0

    ⑧その他

○ 　　⑦その他

個人・法人を区別す
ることができない（件）

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

0

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

特にありません。

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

0

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない



　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成27年度

特にありません。

・平成28年度

特にありません。

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興



②
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

②
　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

特定の事業を実施していないため。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

②

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

－

・経済面以外での効果

－

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。



　　⑩その他

合計 0 0

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

広報に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

【以上】

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。



都道府県名 東京都 市区町村名 日の出町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

0

寄附金額

（円）

    ⑧その他

　　⑦その他

個人・法人を区別す
ることができない（件）

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

0

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない



　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

町の行っている事業（行う予定の事業）であれば選択可能

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成27年度

・平成28年度

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興



②
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

①
　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

①

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

・経済面以外での効果

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。



　　⑩その他

合計 0 127,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

広報に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 105,000

送付に係る費用 22,000

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　特になし

【以上】

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

　特になし

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。



都道府県名 東京都 市区町村名 檜原村

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

3,010,500 28 491,000

寄附金額

（円）

0

○

    ⑧その他

○

　　⑦その他

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別す
ることができない（件）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

0

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

    ④ＨＰ等の広報の充実
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上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額



　

○     ⑪その他

事業名

取組内容

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

選択式ではなく分野を記入していただく形となっています。

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進



平成27年度 平成28年度（予定）

2 2

1 1

3 3

事業名

取組内容

事業名

取組内容

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

ひのはら緑（力）創造事業

木の伐採等による景観整備

・平成28年度

ひのはら緑（力）創造事業

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　　⑥子ども・子育て

・平成27年度

木の伐採等による景観整備



11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。

景観が良くなったことによる観光客の増加を期待している。

・経済面以外での効果

日当たりがよくなったことにより、道路の凍結などが緩和される効果が得られた。

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

特になし

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

②

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない



○

○

　　⑩その他

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

ふるさと納税実施時期と現在の返礼品の完成時期が近かったため。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

返礼品の調達に係る費用

事務に係る費用

その他

送付に係る費用

広報に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

合計 0 0

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

【以上】

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）



都道府県名 東京都 市区町村名 奥多摩町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

430,000 39 430,000

寄附金額

（円）

60,000 ○

○

○

    ⑧その他

○

　　⑦その他

個人・法人を区別す
ることができない（件）

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

11

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

39

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない



　

○     ⑪その他

事業名

取組内容 森林の効能を利用し、人の心と身体の健康維持・増進を図る事業

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

森林セラピー事業、森林管理・環境景観保全事業

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

森林セラピー事業

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

Ｂ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

事業名

取組内容

事業名

取組内容 ７と同じ

・平成27年度

７と同じ

７と同じ

・平成28年度

７と同じ

森林管理・環境景観保全事業

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他
森林セラピー事業

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興



①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

受入済実績額、活用状況等の公表については現時点で未定。
※ふるさと納税紹介サイト（ＨＰ）で受入額実績を公表している。また、寄付申し込み時に広報での公
表を希望された方のみ広報に掲載している。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

④

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

現状では、寄付額が少額のため、ふるさと納税による具体的な効果をもたらすまでには至っていない

・経済面以外での効果

現状では、寄付額が少額のため、ふるさと納税による具体的な効果をもたらすまでには至っていない

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。



○

○ 　　⑩その他

合計 0 0

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

ふるさと納税のための費用として予算計上はしていない

事務に係る費用 0 0

その他 0 0

広報に係る費用 0 0

決済等に係る費用

0 0（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 0 0

送付に係る費用 0 0

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

奥多摩山里歩き絵図

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

寄付していただいた方に町に来ていただき、町のことをもっと知っていただくため、町の地域の見どこ
ろを紹介した冊子「奥多摩山里歩き絵図」と温泉施設「もえぎの湯」の無料招待券を選定した。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）



○

○     ⑤その他

○

○     ⑤その他

○ 　　⑦その他

○ 　　⑦その他

ふるさと納税本来の意義に反する運用については見直すべきである。

【以上】

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

寄付額に関係なく一律の返礼品としているため、寄付額による返礼品の選定を検討予定。

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

寄付額に関係なく一律の返礼品としているため、寄付額による返礼品の選定を検討予定

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

回答は③だが、返礼品の見直しは実施する予定

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

回答は③だが、返礼品の見直しは実施する予定

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。



都道府県名 東京都 市区町村名 大島町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

5,646,000 13 5,470,000

寄附金額

（円）

0

○     ⑧その他

○

○

　　⑦その他

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

１件　4,000,000円の納税があった

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

0

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

    ④ＨＰ等の広報の充実

14

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない

個人・法人を区別す
ることができない（件）

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実



　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進



平成27年度 平成28年度（予定）

2 2

2 2

3 3

1 1

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成27年度

・平成28年度

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり



①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

平成２８年度から両方を公表していく予定

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

④

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

・経済面以外での効果

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。



○

○

○

○ 　　⑩その他

合計 350,000 350,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 50,000 50,000

その他

広報に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 300,000 300,000

送付に係る費用

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

宿泊券＋体験ダイビング

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

寄付金額でポイントを付与し、ポイント数に応じた特産品を選定できるようにしている

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

なし

【以上】

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

なし

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。



都道府県名 東京都 市区町村名 利島村

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

320,000 3 320,000

寄附金額

（円）

0

○

    ⑧その他

○ 　　⑦その他

個人・法人を区別す
ることができない（件）

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

0

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

特に行っていない

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

3

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない



　

○     ⑪その他

事業名

取組内容

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

寄附される方に希望分野を記入してもらう方式

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

1 1

事業名

取組内容

事業名

取組内容 村民に対し功労のあった方の表彰を行う

・平成27年度

村民の日表彰事業

村民に対し功労のあった方の表彰を行う

・平成28年度

村民の日表彰事業

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興



②
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

②
　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

特に理由はありません

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

④

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

特にありません。

・経済面以外での効果

村民の日(毎年１０月１日）に村に貢献されてきた方を表彰する取り組みを１０数年ぶりに復活させ、受賞者の賞状や記念
品の購入に活用させてもらった。今後も継続的に取り組んでいく予定となっている。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。



　　⑩その他

合計 0 0

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

広報に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

特にありません。

【以上】

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特にありません。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。



都道府県名 東京都 市区町村名 新島村

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

350,000 ○ 2 350,000 ○

寄附金額

（円）

○     ⑧その他

○ 　　⑦その他

個人・法人を区別す
ることができない（件）

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

H26及びH27は、同一人物（２名）から寄付金があり、金額の差は、個人の都合と思われる。

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

今現在特になし。今後は返礼品の充実を図り、ＰＲを進めていきたいです。

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

2

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない



　

    ⑪その他

事業名

取組内容

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

②
　　①選択できる

　　②選択できない

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成27年度

・平成28年度

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興



②
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

①
　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

④

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

・経済面以外での効果

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。



　　⑩その他

合計 0 0

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

広報に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

【以上】

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。



都道府県名 東京都 市区町村名 神津島村

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

785,000 16 785,000

寄附金額

（円）

50,000

○

    ⑧その他

○

○

　　⑦その他

個人・法人を区別す
ることができない（件）

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

2

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

16

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない



　

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容 　後継者不足が特に目立つ農業分野の人材確保と育成

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　産業振興に関する事業

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

Ｂ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

3

2

1 2

1

3

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成27年度

　教育・人づくり

　図書の蔵書を充実させた

・平成28年度

　７と同じ

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興



①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

　件数。金額をも少なく公表して得る利益が見込めないため。公用予定未定。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

④

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

　産業を活性化することで雇用を生み出し定住促進をしてゆく。

・経済面以外での効果

　都心とかわらない生活レベルと教育レベルを確保し、人口増加をめざす。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。



○

○

○

　　⑩その他

合計 169,780 113,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 0 0

その他 0 0

広報に係る費用 0 0

決済等に係る費用

0 0（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 150,150 90,000

送付に係る費用 19,630 23,000

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

　返戻品リストの中から選定してもらう。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

【以上】

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。



都道府県名 東京都 市区町村名 三宅村

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

870,000 10 870,000

寄附金額

（円）

600,000

○

    ⑧その他

○

　　⑦その他

個人・法人を区別す
ることができない（件）

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

3

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

10

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない



　

○

○

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

公共施設の整備に関する事業

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

3 3

2 2

1 1

事業名

取組内容

事業名

取組内容 三宅村立小中学校でタブレット端末等を活用した授業を実施する。

・平成27年度

三宅村立学校ICT整備事業

三宅村立小中学校でタブレット端末等を活用した授業を実施する。

・平成28年度

三宅村立学校ICT整備事業

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興



②
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

①
　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

特になし。公表開始予定なし。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

②

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

特になし

・経済面以外での効果

小中学校の事業でタブレット端末等を活用した授業を行い児童生徒の学力向上等に資する。

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。



　　⑩その他

合計 0 0

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 0 0

その他 0 0

広報に係る費用 0 0

決済等に係る費用

0 0（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 0 0

送付に係る費用 0 0

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

特になし

【以上】

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

特になし

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。



都道府県名 東京都 市区町村名 御蔵島村

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

55,000 1 55,000

寄附金額

（円）

○

    ⑧その他

　　⑦その他

個人・法人を区別す
ることができない（件）

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ
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上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない



　

    ⑪その他

事業名

取組内容

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

②
　　①選択できる

　　②選択できない

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成27年度

・平成28年度

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興



②
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

②
　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

　寄附者から公表を希望しない旨の意向を受けたため。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

④

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

　特になし

・経済面以外での効果

　特になし

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。



　　⑩その他

合計 0 0

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

広報に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用

送付に係る費用

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

　特になし

【以上】

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

　特になし

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。



都道府県名 東京都 市区町村名 八丈町

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

53,205,000 25 53,205,000

寄附金額

（円）

120,000

○

    ⑧その他

○

○

○

　　⑦その他

個人・法人を区別す
ることができない（件）

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞
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２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

25

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない



　

    ⑪その他

事業名

取組内容

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

②
　　①選択できる

　　②選択できない

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成27年度

・平成28年度

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他
一般財源充当で事業分野の区別無

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興



①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかにつ
いて公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

公表方法等について、検討中であるため。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

④

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

・経済面以外での効果

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。



○ 　　⑩その他

合計 78,000 80,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用

その他

広報に係る費用

決済等に係る費用

（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 48,000 50,000

送付に係る費用 30,000 30,000

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

地元の焼酎

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

保存性が良く、地元業者を平等に扱えるため。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

【以上】

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。



都道府県名 東京都 市区町村名 青ヶ島村

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

5,000 1 5,000

寄附金額

（円）

0

○     ⑧その他

　　⑦その他

個人・法人を区別す
ることができない（件）

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

ふるさと納税を平成27年度から実施。

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

0

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

1

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない



　

○

○

○

○

○

○

    ⑪その他

事業名

取組内容

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成27年度

・平成28年度

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興



②
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

②
　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

実績がない、公開の同意がないため。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

④

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

・経済面以外での効果

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。



　　⑩その他

合計 164 1,000

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 164 1,000

その他 0 0

広報に係る費用 0 0

決済等に係る費用

0 0（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 0 0

送付に係る費用 0 0

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

なし

【以上】

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

なし

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。



都道府県名 東京都 市区町村名 小笠原村

寄附金額 寄附件数 寄附金額

（円） （件） （円）

3,926,000 37 3,916,000

寄附金額

（円）

1,050,000

○

○

○

    ⑧その他

○

　　⑦その他

個人・法人を区別す
ることができない（件）

    ⑤震災・災害への支援

    ⑥使途、事業内容の充実

    ⑦平成27年度における制度拡充（ふるさと納税枠の倍増、ふるさと納税ワンストップ特例
      制度の創設）

＜Ⅱ.ふるさと納税を募集する際の取組＞

4

２．ふるさと納税の受入件数及び受入額が、平成26年度以前の実績と比較して増加している場合、増加
した主な理由について考えられるものを選択してください(複数回答可)。その他と回答する場合は、受
入額及び受入件数が増加した理由についても記入してください。

    ①返礼品の充実

    ②収納環境の整備（クレジット納付、電子申請の受付等）

    ③ふるさと納税の普及、定着

    ④ＨＰ等の広報の充実

ふるさと納税現況調査（調査票Ａ）【回答期日：平成28年５月31日】

＜Ⅰ.ふるさと納税の受入額＞

１．平成27年度のふるさと納税の受入金額の実績について記入してください。

　※平成28年４月末時点において把握している数値を記入してください。
　※寄附件数及び寄附金額については、各市区町村（各都道府県）で「ふるさと納税」と整理して
　　いるものを記入してください。
  ※個人からの寄附件数・金額を記入してください。ただし、個人・法人からの寄附の区別ができ
    ない場合は、合算額を記入し、「個人・法人を区別することができない」に○を入れてくださ
　　い。

　※市区町村内・市区町村外（都道府県内･都道府県外）からの寄附の区別ができない場合は、右
    欄 には「－」を記入してください。
　※特例申請書の提出があった寄附件数、金額については、暦年で管理しているため、平成27年度
　　の状況が分からない場合は、「平成27年度分の回答ができない」に○を入れてください。その
　　場合は、暦年（平成27年４月１日～12月31日）の数値を記入してください。

　※数字を入力する場合には、半角で入力してください。

○平成27年度の寄附額の実績

　　③ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

　　④返礼品の充実、ＰＲ

　　⑤各種イベントでのＰＲ、呼びかけ

　　⑥コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実

３．ふるさと納税を募集する際に工夫している取組について選択してください(複数回答可)。その他と
回答する場合は、募集する際に工夫している点を記入してください。

　　①インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実

　　②過去にふるさと納税をしてくれた方への呼びかけ、同窓会や県人会などにおける呼びかけ

38

上記のうち特例申請書の提出があった寄附件数、金額

寄附件数 平成27年度分の
回答ができない（件）

平成27年度に受け入れた寄附件数、金額 左記のうち、市区町村外(都道府県外）からの寄附に係るもの

寄附件数 個人・法人を区別す
ることができない



　

○

○

○

○     ⑪その他

事業名

取組内容

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

③④⑤以外の使い道を希望する場合

７.（５でＢ又はＣと回答した場合（具体的な事業を選択できる場合））特に力を入れてＰＲした
（する予定の）事業について、事業名と取組内容を記入してください。

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

Ａ

　　Ａ：分野を選択

　　Ｂ：分野又は具体的な事業を選択

　　Ｃ：具体的な事業を選択

６．（４で①と回答した場合）使途として選択できる分野を下記から選んでください
　（複数回答可）。

①
　　①選択できる

　　②選択できない

　

５.（４で①と回答した場合）選択できる範囲について該当するものを選択してください。

       ※「⑪その他」を選ぶ場合は、使途として選択できる分野を記入してください。

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興

　　③健康・医療・福祉

４．ふるさと納税を募集する際に、使途（ふるさと納税を財源として実施する事業等）を選択できよう
にしていますか。



平成27年度 平成28年度（予定）

事業名

取組内容

事業名

取組内容

・平成27年度

・平成28年度

　

９. ふるさと納税を財源として実施した事業のうち、平成27年度において特に力を入れて実施した事業
の事業名と取組内容を記入してください。また、平成28年度において特に力を入れて実施する予定の事
業の事業名と取組内容についても記入してください。

   ※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

   ※７と同一の内容である場合は、「７と同じ」と記入してください。

＜Ⅲ.ふるさと納税に係る寄附金を活用して実施した（する）事業＞

８．ふるさと納税を財源として実施する事業（平成27年度実施事業及び平成28年度実施事業（予定を含
む。））について、ふるさと納税の充当額が多い事業（多い順に３事業）の分野を選択してください
（複数回答可）。その他と回答する場合は、その事業分野を記入してください。

　※返礼品等に要したものやふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

　　⑨安心・安全・防災

　　⑩災害支援・復興

    ⑪その他

　　③健康・医療・福祉

　　④環境

　　⑤教育・人づくり

　　⑥子ども・子育て

　　⑦地域・産業振興

　　⑧観光・交流・定住促進

　　①まちづくり・市民活動

　　②スポーツ・文化振興



①
　　①返礼品を送付している

　　②平成28年度においては、返礼品を送付する仕組みを設けていない

14.（13で②と回答した場合）返礼品の取扱いの予定について、下記より選択してください。

　　①今後の返礼品の送付を検討中

　　②現時点では、返礼品の送付は検討していない

12.（11で②～④と回答した場合）受入額実績や活用状況（事業内容等）の両方あるいはいずれかについ
て公表していない理由及び公表開始予定などを記入してください。

現段階では寄附金は「小笠原ふるさと寄附基金」として積み立てを行っているため。

＜Ⅳ．その他＞

13．ふるさと納税に対する返礼品送付の状況について、該当するものを選択してください。
　※ここでいう「返礼品」とは、特産品等の物品や、施設の利用などのサービスが受けられる権利
　　などのような、経済的価値を有するものを広く含むものです。

②

    ①受入額実績・活用状況（事業内容等）の両方を公表している

    ②受入額実績は公表しているが、活用状況（事業内容等）は公表していない

    ③活用状況（事業内容等）は公表しているが、受入額実績は公表していない

    ④受入額実績・活用状況（事業内容等）のいずれも公表していない

10．８又は９で実施した（する）事業がどのような効果を生んでいますか。また、どのような効果を期
待していますか。経済的効果やそれ以外の効果について、それぞれ記入してください。

  ※返礼品等によって生じた（る）ふるさと納税事業に係る事務費等は除きます。

・経済面での効果

・経済面以外での効果

11．ふるさと納税の受入額実績や活用状況について、広報媒体（団体ＨＰ、広報誌等）を活用した公表
の状況として、該当するものを選択してください。



○ 　　⑩その他

合計 102,000 287,400

・　（上記でその他に金額を記入した場合）具体的な内容を記入してください。

事務に係る費用 50,000 130,000

その他

広報に係る費用

決済等に係る費用

32,000 38,000（クレジットカード手数料、金融機関の
取扱い手数料等）

返礼品の調達に係る費用 86,400

送付に係る費用 20,000 33,000

　※平成28年度分については、平成28年度当初予算計上額を記入してください。

　※下記の項目に沿って記入をお願いします。なお、一括で事業者と契約している場合など、それ
　　ぞれの区分毎の金額が分からない場合は、想定される額に按分の上、記入してください。

　（単位：円）

区分 平成27年度 平成28年度（当初予算額）

特産品（塩）、村広報誌他、村内外イベントに関するパンフレット・ノベルティ等

16．（13で①と回答した場合）返礼品はどのように選定していますか。返礼品の選定の手法や基準など
について記入してください。

村の特産品（1,000円程度）で長期保存ができるもの。また、寄付金額に関わらず内容は同一である。また、
併せて村の広報誌や村内外での小笠原関連のイベントの案内や無料で配布しているノベルティなどを送ってい
る。

17．ふるさと納税の募集や受入等に伴う費用について、平成27年度及び平成28年度の状況を回答が可能
な範囲で記入してください。

　※平成27年度分については、平成28年４月末時点において把握している金額を記入してください。

　　⑤地元の伝統工芸品等

　　⑥被災地など他地域を応援するための当該地域の特産品

    ⑦地元の公共施設の利用券等

　　⑧地元で開催するイベントへの招待（収穫体験、1日○○など）

　　⑨感謝状、広報誌

15．（13で①と回答した場合）送付（予定を含む。）している返礼品について、当てはまるもの全てを
選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な返礼品を記入してください。

　　①地元の農産物（加工品含む）

　　②地元の米（加工品含む）

    ③地元の水産物（加工品含む）

　　④地元の畜産品（加工品含む）



○

    ⑤その他

○

    ⑤その他

　　⑦その他

　　⑦その他

寄附者の手続きが簡素化される反面、自治体側の取扱業務が加わり、その事務量が懸念される。

【以上】

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

20．ふるさと納税ワンストップ特例制度について、寄附者から寄せられたご意見やご要望などを具体的
に記入してください（複数回答可）。

21．今後のふるさと納税制度のあり方など、ふるさと納税制度に対する意見を記入してください。（ふ
るさと納税ワンストップ特例制度に関する意見を含む）

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ
　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　④資産性の高いもの（電気・電子機器、貴金属、ゴルフ用品、自転車等）の取りやめ

　　⑤高額な返礼品の取りやめ（高額でない返礼品への変更）

　　⑥寄附額に対し返礼割合の高い返礼品の取りやめ（返礼割合の引き下げ）

（２）平成28年４月１日以降の対応（18（２）の回答）について

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応（18（１）の回答）について

　　①返礼品の価格の表示の取りやめ

　　②返礼品の価格の割合の表示の取りやめ
　　③金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券、電子マネー・ポイント・マイル、通信料
　　　金等）の取りやめ

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

19．（18で①、②又は⑤と回答した場合）その見直しの具体的な内容について、それぞれ該当するもの
を選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な見直し内容について記入して
ください。

　　④特段の返礼品の送付を行っていない。

（２）平成28年４月１日以降の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しを実施する予定。

18．平成27年４月１日付総務大臣通知及び平成28年４月１日付総務大臣通知において、ふるさと納税に
係る返礼品送付への適切な対応について要請をしているところです。通知を踏まえた見直し等の取組
で、それぞれ該当するものを選択してください（複数回答可）。その他と回答する場合は、具体的な内
容等について記入してください。

（１）平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間の対応について

　　①見直しを実施。

　　②見直しについて検討し、平成28年度から見直しを実施することとした。

　　③通知に沿った返礼品送付を行っており、見直しを行う必要はないと判断。
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